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ふ る さ と 探 訪 



１ 

多
和
神
社 

 

源
内
通
り
の
西
端
は
多
和
神
社
参
道
と
接
し
て
お
り
、
多
和

神
社
の
入
り
口
で
あ
る
「
延
喜
式
内
廿
四
社
之
其
一
多
和
神

社
」
と
い
う
石
碑
と
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
石
柱
が
あ
る
。
北

か
ら
南
へ
一
八
三
段
、
更
に
西
に
一
〇
二
段
の
石
段
を
上
る
と

山
上
に
本
殿
が
あ
り
、
志
度
の
氏
神
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
た
。
秋
に
は
大
祭
が
あ
り
、
神
輿
の
お
下
が
り
を
待
ち
受

け
た
八
台
の
太
鼓
台
が
源
内
通
り
を
一
日
中
乱
舞
す
る
様
は

圧
巻
で
あ
る
。
宮
司
の
屋
敷
内
に
あ
る
多
和
文
庫
に
は
、
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図

ぐ
ふ
く
じ
り
ょ
う
さ
ぬ
き
の
く
に
や
ま
だ
ご
お
り
で
ん
ず

【
国
重
要

文
化
財
】
、
東
大
寺
写
経

し
ゃ
き
ょ
う

文
書

も
ん
じ
ょ

二
通
【
国
重
要
文
化
財
】
、
紙
本
墨
書
後
小
松
天
皇
宸
翰
御
消
息

し
ほ
ん
ぼ
く
し
ょ
ご
こ
ま
つ
て
ん
の
う
し
ん
か
ん
お
ん
し
ょ
う
そ
く

と
同

女
房

に
ょ
う
ぼ
う

奉
書

ほ
う
し
ょ

【
県
指
定
有
形
文
化
財
】
等
五
千
点
余
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
多
和
神
社
参
道
と

源
内
通
り
が
交
わ
る
東
側
に
は
、
か
つ
て
明
治
七
年
に
建
て
ら
れ
た
県
下
最
初
の
精
糖
機
械
工
場
が

多和神社参道の石柱  



あ
っ
た
。
大
正
期
に
は
乾か

ん

繭
所

け
ん
じ
ょ

、
戦
時
中
は
甘
藷
や
野
菜
等
の
乾
燥
場
に
利
用
さ
れ
、
昭
和
二
十
九

年
よ
り
志
度
町
授
産
所
（
志
度
特
産
の
桐
下
駄
の
委
託
加
工
所
）
と
し
て
、
四
十
人
余
が
就
業
し
て

い
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
の
た
め
昭
和
六
十
三
年
に
取
り
壊
さ
れ
た
。 

 
２ 
用
心
堀
と
石
灯
籠 

高
松
藩
松
平
家
が
領
内
の
百
姓
か
ら
取
り
立
て
た
年
貢
米
を
収
納
す
る
た
め
、
藩
内
各
所
に
米
蔵

を
建
て
た
。
志
度
に
建
て
ら
れ
た
米
蔵
は
「
志
度
の

御
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
平
賀
家
は
、
明
暦
三
年
（
一
六

五
七
）
八
月
に
御
蔵
番
を
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
四
代

九
八
年
間
に
渡
り
世
襲
し
て
き
た
。
敷
地
は
約
五
六

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
米
蔵
三
棟
、
年
貢
米
の
検

査
所
、
藩
役
人
や
蔵
番
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
外
側

石灯籠  



に
堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
石
灯
籠
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
津
田
村
大
庄
屋
上
野
氏
と
志
度
村

大
庄
屋
岡
田
氏
が
御
蔵
の
用
心
の
た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

３ 

平
賀
源
内
旧
邸 

平
賀
源
内
の
生
家
で
あ
り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

酢
醸
造
業
で
成
功
し
た
平
賀
家
四
代
目
松
三
郎
の
時
に

建
て
替
え
ら
れ
た
。
昭
和
九
年
に
平
賀
源
内
銅
像
建
立

の
た
め
、
東
側
座
敷
部
分
が
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
昭
和

四
十
八
年
に
住
居
の
一
部
を
改
造
し
て
遺
品
陳
列
館
と

し
、
同
五
十
四
年
に
は
西
側
に
遺
品
館
を
新
築
し
、
南

側
に
は
薬
草
園
を
開
設
し
た
。
遺
品
館
は
現
在
源
内
焼

や
薬
草
（
源
内
健
康
茶
）
の
工
房
と
な
っ
て
い
る
。
平

平賀源内先生遺品館  



成
十
二
年
に
屋
根
瓦
な
ど
を
大
改
修
、
同
十
五
年
に
は
薬
草
園
の
一
角
に
源
内
焼
窯
が
復
元
さ
れ
て

い
る
。 

遺
品
館
内
に
あ
る
大
理
石
の
胸
像
と
源
内
旧
邸
内
に
あ
る
銅
像
は
、
さ
ぬ
き
市
寒
川
町
石
田
出
身

の
小
倉
右
一
郎
氏
（
香
川
県
立
高
松
工
芸
高
校
第
八
代
校
長
）
が
制
作
し
た
。 

 

４ 

新
町
自
然
石
灯
籠 

 

安
山
岩
の
自
然
石
で
作
ら
れ
た
灯
籠
【
市
指
定
有
形

文
化
財
】
で
あ
る
。
高
さ
三
・
二
メ
ー
ト
ル
で
円
窓
の

上
に
乗
る
笠
は
長
い
部
分
で
直
径
二
・
八
メ
ー
ト
ル
と

い
う
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
志
度
寺
へ
の
遍
路
道
で
あ

る
珠た

ま

橋ば
し

西
側
道
路
沿
い
に
あ
り
、
間
川
雲
附
山

ま
か
わ
く
も
つ
き
や
ま

に
祀
っ

て
あ
る
石
鎚
神
社
へ
の
奉
献
と
、
醤
油
や
塩
を
運
搬
す

新町自然石灯籠  



金
かな

神
がみ

さん  

る
渡
海
船
の
道
標
を
兼
ね
て
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
元
屋
醤
油
初
代
小
倉

お

ぐ

ら

嘉か

平へ
い

に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
。 

５ 

金 か
な

神 が
み

さ
ん 

 

元
屋
醤
油
の
北
側
に
金か

な

神が
み

さ
ん
と
呼
ば
れ
る
古

い
祠
が
あ
る
。
地
元
で
は
「
ふ
い
ご
の
神
様
」
と

い
い
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
付
近
の
鍛
冶
屋
が
年

に
一
度
お
祭
り
を
し
て
い
た
。
元
々
志
度
の
里
は

鍛
冶
職
や
鋳
物
師
が
多
く
住
み
つ
き
、
生
産
が
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
金
屋
」
「
鍛
冶
屋
」
と
い

う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。 

 

 



地蔵寺本堂  

 

６ 

地
蔵
寺 

 

如
意
山

に

ょ

い

ざ

ん

文
殊
院

も
ん
じ
ゅ
い
ん

地
蔵
寺

じ

ぞ

う

じ

は
真
言
宗
善
通
寺
派
、

四
国
霊
場
八
十
六
番
札
所
志
度
寺
の
奥
の
院
で

あ
る
。
本
尊
は
文
殊
菩
薩
。
開
祖
は
志
度
寺
本

尊
を
開
眼
し
、
同
寺
を
創
建
し
た
薗
子

そ

の

こ

尼あ
ま

（
文

殊
菩
薩
の
化
身
）
で
あ
る
。
「
薗
子
屋
敷
」
や
「
文

殊
屋
敷
」
と
も
呼
ば
れ
、
歴
史
的
に
志
度
寺
よ

り
も
古
い
寺
で
あ
る
。
日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

の
子
、
霊
子

れ

い

し

が
退
治
し
た
悪
魚
の
祟
り
を
恐
れ
、
御
堂
を
建

立
し
、
地
蔵
菩
薩
を
祀
っ
た
の
が
、
境
内
に
あ

る
地
蔵
堂
（
別
名
・
魚う

お

霊
堂

の
み
ど
う

）
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
こ
の
寺
を
地
蔵
寺
と
称
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 



ま
た
、
こ
の
寺
の
地
を
「
江
の
口
」
と
呼
ぶ
の
は
悪
行
を
働
い
た
「
え
の
魚
」
の
口
を
葬
っ
た
こ

と
に
由
来
し
、
寺
門
の
東
側
の
石
柱
に
は
「
海え

鵄の

魚う
を

口ぐ
ち

魚
霊
堂
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
志
度
の
庄
屋
多
田
權
右
衛
門
の
五
男
密み

つ

英え
い

（
中
興
の
祖
）
が
住
職
と

な
り
、
翌
十
五
年
に
文
殊
堂
（
本
堂
）
を
再
建
し
、
日
本
廻
国
六
十
六
体
尊
像
を
安
置
し
た
。
こ
の

六
十
六
体
の
仏
像
群
は
、
平
成
二
十
一
年
に
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
っ
て
全
国
的
に
例
を
み

な
い
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
調
査
報
告
さ
れ
た
。（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
調
査
研
究
報
告
書
第
一

号
及
び
第
五
号
）  

７ 

平
賀
源
内
記
念
館 

 

平
成
二
十
一
年
三
月
に
平
賀
源
内
先
生
遺
品
館
を
移
転
し
、
名
称
を
改
め
、
新
装
開
館
し
た
。
現

在
は
記
念
館
本
館
と
、
平
賀
源
内
旧
邸
・
薬
草
園
・
銅
像
は
別
館
と
し
て
見
学
で
き
る
。 

 



【
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
～
一
七
七
九
）
】 享

保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
讃
岐
国
寒
川
郡
志
度
浦

（
現
在
の
さ
ぬ
き
市
志
度
）
に
、
白
石
茂
左
衛
門
の
三

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
本
草
学
・
儒
学
・
俳

諧
を
学
び
、
十
二
歳
に
は
か
ら
く
り
掛
け
軸
「
お
神
酒

天
神
」
を
作
る
な
ど
発
明
の
片
鱗
も
み
せ
た
。
寛
延
二

年
（
一
七
四
九
）
父
の
没
後
、
平
賀
姓
を
名
乗
り
、
高

松
藩
志
度
御
蔵
番
を
継
ぐ
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
二
十
四
歳
に
な
る
と
長
崎
へ
遊
学
し
、
世
界

を
知
り
、
本
草
学
、
医
学
な
ど
を
学
ぶ
。
二
十
六
歳
で
藩
務
を
辞
し
、
妹
に
婿
養
子
を
迎
え
さ
せ
平

賀
家
の
家
督
を
譲
る
と
、
大
坂
を
経
て
江
戸
に
出
て
本
草
学
と
漢
学
を
学
ん
だ
。
江
戸
で
の
知
名
度

が
上
が
り
、
杉
田
玄
白
や
中
川
淳
庵
ら
と
も
交
友
す
る
よ
う
に
な
り
、
宝
暦
十
三
年
『
物
類

ぶ
つ
る
い

品
隲

ひ
ん
し
つ

』

を
刊
行
す
る
。
そ
の
後
も
文
芸
活
動
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
は
、



秩
父
中
津
川
に
て
金
山
事
業
に
も
着
手
し
、
石
綿
な
ど
を
発
見
し
た
。
明
和
七
年
に
再
び
長
崎
に
渡

っ
た
折
、
舶
来
の
壊
れ
た
エ
レ
キ
テ
ル
を
手
に
入
れ
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
十
一
月
に
七
年
の

歳
月
を
経
て
我
が
国
で
初
め
て
摩
擦
起
電
機
「
エ
レ
キ
テ
ル
」
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
の
電
気
科

学
史
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
の
エ
レ
キ
テ
ル
は
現
在
二
台
の
み
残
っ
て
お
り
、
国
重
要
文
化
財
と
市

指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
安
永
八
年
誤
っ
て
人
を
傷
付
け
投

獄
さ
れ
、
小
伝
馬
町
に
て
獄
死
。
友
人
で
あ
る
杉
田
玄
白
ら
に
よ
っ
て
浅
草
総
泉
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

享
年
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。 

 

８ 

旅
館
い
し
や 

 

明
治
中
期
に
建
て
ら
れ
た
旅
館
【
登
録
有
形
文
化
財
】
で
、
主
屋
は
木
造

も
く
ぞ
う

厨
子

つ

し

二
階
建
て
、
和
小
屋
組
、
片
母
屋
造
、
本
瓦
葺
、
南
側
に
接
続
し
て
添

屋
二
棟
と
取
合
廊
下
が
続
い
て
い
る
。
二
階
は
讃
岐
漆
喰
彫
刻
の
代
表
と
い

旅館いしや（外観）  



わ
れ
る
「
隅
柱

す
み
ば
し
ら

漆
喰

し
っ
く
い

彫
刻
」
や
漆
喰
虫む

し

籠こ

窓ま
ど

が
見
ら
れ
、
軒
裏
や
壁
は
白し

ろ

漆
喰

し
っ
く
い

塗ぬ
り

籠ご
め

で
仕
上
げ
ら
れ

て
い
る
。 

９ 

志
度
城
址 

 

い
し
や
旅
館
か
ら
南
に
小
路
を
入
っ
た
辺
り
一
帯
の
地
名
を
「
城
」
と
い
い
、
戦
国
時
代
に
志
度

城
（
別
名
中
津
城
）
が
あ
っ
た
。
長
禄
年
間
（
一
四
五
七
～
一
四
六
〇
）
に
平
木
城
主
と
な
っ
た
安

富
氏
が
、
次
第
に
勢
力
を
拡
大
し
、
志
度
、
鴨
部
、
鶴
羽
の
下
道
三
郷
を
寒
川
氏
よ
り
奪
い
、
雨
瀧

城
を
築
い
た
後
、
志
度
に
支
城
を
置
い
た
の
が
志
度
城
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
志
度
城
は
平
坦

な
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
交
戦
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
情
報
収
集
、
警
備
又
は
統
治
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
館
（
や
か
た
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
五

月
五
日
雨
瀧
城
が
土
州
軍
に
よ
り
攻
略
さ
れ
た
た
め
、
志
度
城
も
時
を
同
じ
く
し
て
落
城
し
た
と
思

わ
れ
る
。
志
度
城
跡
に
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
二
階
建
て
の
玉
浦
小
学
校
が
建
て
ら
れ
、

同
小
学
校
は
明
治
二
十
四
年
に
志
度
尋
常
小
学
校
と
し
て
現
志
度
図
書
館
の
地
に
移
転
し
た
あ
と
、



そ
の
校
舎
は
志
度
村
役
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
ま
で
村
の
政
治
が
行
わ

れ
た
建
物
は
現
存
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
に
は
地
元
の
文
化
財
保
護
協
会
に
よ
っ
て
、
城
跡
を

保
存
す
る
た
め
、
墓
石
を
整
理
し
、
植
樹
や
説
明
板
を
作
る
整
備
が
行
わ
れ
た
。 

 

10 

志
度
寺 

 

補
陀
落
山
清
浄
光
院
志
度
寺

ふ

だ

ら

く

さ

ん

せ

い

じ

ょ

う

こ

う

い

ん

し

ど

じ

は
四
国
霊
場
八
十
六
番
札
所

で
、
本
尊
の
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
及
び
両
脇
士
立
像
は
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
開
創
は
推
古
天
皇
三

十
三
年
（
六
二
五
）
と
古
く
、
凡
薗
子
（
お
お
し
そ
の
こ
）

が
十
一
面
観
音
菩
薩
を
新
た
に
刻
ん
で
観
音
堂
を
造
立
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。 

 

志度寺本堂  



◆
本
堂
【
国
重
要
文
化
財
】 

 
 

 

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
高
松
藩
主
松
平
賴
重
に
よ
り
建
立
。
観
音
堂
と
も
い
い
、
県
下
最

大
級
の
仏
堂
で
あ
る
。
桁け

た

行ゆ
き

七
間
、
梁
間

は

り

ま

五
間
、
入
母
屋

い

り

も

や

造
の
本
瓦
葺
で
、
前
面
に
は
軒の

き

唐か
ら

破
風

は

ふ

を
つ
け
た
三
間
に
わ
た
る
向
拝
を
設
け
て
い
る
。 

 

◆
仁
王
門
【
国
重
要
文
化
財
】 

 
 

 

本
堂
と
同
年
に
建
立
。
棟
通
り
に
立
つ
本
柱
四
本
の
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
四
本
ず
つ
の
控
柱
を

立
て
た
大
型
の
八
脚
門
で
あ
り
、
屋
根
は
切
妻
造
本
瓦
葺
で
、
軒
は
二
軒

ふ
た
の
き

角か
く

垂
木

た

る

き

、
組
物
は
出で

三
斗

み

つ

と

で
あ
る
。
中
央
間
に
扉
を
構
え
た
三
間

さ
ん
げ
ん

一
戸

い

っ

こ

の
形
式
で
、
両
脇
に
は
金
剛
柵
を
巡
ら
し
て

木
造
金
剛
力
士
立
像
【
県
指
定
有
形
文
化
財
】
を
安
置
し
て
い
る
。 

  



◆
曲
水
式
庭
園
・
無
染
庭

む

せ

ん

て

い 

 
 

 

室
町
時
代
の
作
庭
で
讃
岐
の
守
護
細
川
氏
の
造
営
寄
進
で
あ
る
。
書
院
の
庭
に
あ
た
る
禅
式

枯
山
水
式
の
無
染
庭
は
昭
和
三
十
七
年
に
重
森
三
玲
氏
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
、
七
個
の
石
と
白

砂
で
「
海
女
の
玉
取
り
伝
説
」
を
表
現
し
た
庭
園
で
あ
る
。 

伝
説
に
よ
る
と
、
天
智
天
皇
の
時
代
に
藤
原
不
比
等
は
、
妹
か
ら
送
ら
れ
た
宝
珠
を
志
度
の

浦
で
龍
神
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
地
で
出
会
っ
た
海
女
と
夫
婦
と
な

り
、
房
前

ふ
さ
さ
き

と
名
付
け
た
子
を
も
う
け
る
。
不
比
等
か
ら
宝
珠
の
話
を
聞
い
た
海
女
は
玉
を
取
り

返
そ
う
と
海
に
潜
る
が
、
命
綱
を
引
き
上
げ
る
と
宝
珠
を
取
り
返
し
た
海
女
は
哀
れ
に
も
手
足

を
龍
神
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ
、
息
絶
え
て
い
た
。
海
女
は
乳
房
の
中
に
宝
珠
を
隠
し
て
お
り
、
絶

命
し
た
海
女
の
体
内
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
「
不
向
背
珠
の
玉
」
は
奈
良
興
福
寺
に
奉
納
さ
れ
た

（
現
在
は
琵
琶
湖
竹
生
島
の
宝
巌
寺
に
あ
る
）
。
後
に
大
臣
に
ま
で
出
世
し
た
子こ

房
前

ふ
さ
さ
き

は
、
志
度

に
母
の
供
養
に
訪
れ
、
千
基
の
石
塔
を
建
立
し
、
母
の
霊
を
慰
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

http://www.chikubushima.jp/


◆
宝
物
館 

 
 

 

「
絹
本
著
色
志
度
寺
縁
起

け

ん

ぽ

ん

ち

ゃ

く

し

ょ

く

し

ど

じ

え

ん

ぎ

六
幅 

附
紙
本
墨
書
志
度
寺
縁
起
等
付
属
文
書
九
巻
」【
国
重
要
文

化
財
】
、
「
絹
本
著

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く

色
し
ょ
く

十
一
面

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん

観
音
像

か
ん
の
ん
ぞ
う

」
【
国
重
要
文
化
財
】
、
「
絹
本
著

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く

色
し
ょ
く

十
一
面

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん

観
音

か
ん
の
ん

立
像

り
ゅ
う
ぞ
う

」

【
市
指
定
有
形
文
化
財
】
を
所
有
。 

 

◆
琰
魔
堂

え

ん

ま

ど

う

及
び
奪だ

つ

衣え

婆
堂

ば

ど

う

【
県
指
定
有
形
文
化
財
】 

 
 

 

琰
魔
堂

え

ん

ま

ど

う

は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
本
堂
の
東
南
方
に
西
面
し
て
建
て
ら
れ
、
桁
行
三
間
、

梁
間
三
間
、
向
拝
一
間
で
、
屋
根
は
宝
形
造
本
瓦
葺
で
あ
る
。
内
部
に
は
向

む
こ
う

唐か
ら

破
風

は

ふ

造
の
仏
壇

構
を
設
け
、
中
に
冠
に
十
尊
を
飾
っ
た
琰
魔
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
奪
衣
婆
堂
は
琰
魔
堂

に
向
か
い
合
っ
て
十
八
世
紀
中
頃
に
建
立
さ
れ
、
琰
魔
堂
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
造
ら
れ
て
い
る
。

奪
衣
婆
と
は
三
途
の
川
の
ほ
と
り
で
亡
者
の
着
物
を
剥
ぎ
取
り
、
衣
領
樹

え
り
ょ
う
じ
ゅ

の
上
に
い
る
懸け

ん

衣え

翁お
う

に
渡
す
鬼
婆
の
こ
と
で
あ
る
。 



◆
海
女
の
墓
五
輪
塔
群
【
市
指
定
史
跡
】 

 
 

志
度
寺
境
内
の
北
側
に
墓
地
が
あ
り
、
亡
き
母
の
追
善
菩
薩
の
た
め
に
藤
原

ふ
じ
わ
ら

房
前

ふ
さ
さ
き

公
が
千
基
の

石
塔
群
に
自
ら
写
経
し
て
経
塚
に
奉
納
し
た
も
の
が
、
現
在
の
中
央
の
大
き
な
五
輪
塔
で
あ
る

海
女
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

◆
生
駒
親
正
墓
塔
【
市
指
定
史
跡
】 

 
 

海
女
の
墓
五
輪
塔
群
の
す
ぐ
東
に
隣
接
し
て
お
り
、
高
松
城
主
生
駒
家
初
代
親
正
の
墓
塔
で
あ

る
。
生
駒
家
先
祖
が
藤
原

ふ
じ
わ
ら

房
前

ふ
さ
さ
き

と
さ
れ
、
親
正
が
生
前
志
度
寺
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
が
、
墓

塔
が
志
度
寺
に
建
立
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
高
松
市
錦
町
の
弘
憲
寺
に
も
同
じ
石
材
を
用
い
た

生
駒
親
正
公
夫
妻
の
墓
石
の
五
輪
塔
が
あ
る
。 

  



参
考
文
献 

●
現
地
案
内
版 

●
『
さ
ぬ
き
市
の
文
化
財
』
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日 

さ
ぬ
き
市
文
化
財
保
護
協
会 

発
行 

●
地
蔵
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
志
度
寺
開
基 

薗
子
屋
敷 

地
蔵
寺
」 

●
平
賀
源
内
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 



 

 



 



   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１月２４日（日）志度町からの復路 

◆ことでん志度線上り  →乗り換え→ ◆ことでん長尾線上り     

（琴電志度駅）（瓦町駅）           （瓦町駅）（高松築港駅） 

 12:20 →  12:55 ＜＜ホーム移動＞＞13:00 →  13:05  

◆JR 高徳線・高松行 

（志度駅） （高松駅） 

12:08 → 12:43 
 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  鶴尾の山辺を歩く（予定） 

 と  き  平成２８年２月２８日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  ことでんバス停 鶴尾（駐車場はありません） 

講  師  山本 英之さん（高松市文化財専門員） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」２月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでんバス御厩下り 

（高松駅） （高松築港）   （瓦町）   （鶴尾） 

9:00  →   9:02   →   9:11  →   9:24  

 



     

          

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 


